
(57)【要約】

【課題】ターボジェットのあらゆる動作状況下で最適な

空気力学的性能を保証すると同時に、発生する騒音を最

小限に抑えることを可能にし、また、これらの翼を複数

含む、ターボジェットのファンおよびターボジェットの

コンプレッサーを提供する。

【解決手段】ターボジェットの回転翼は、複数の翼部で

あって前記翼の基部（１６）および先端部（１８）の間

で該翼部の重心線（１５）に沿って延設される翼部を含

み、前記翼は、前記ターボジェットの放射軸（Ｚ－Ｚ）

に沿って下部（２４）、中間部（２６）および上部（２

８）を有し、前記下部は前縁線（３３）の縦傾斜角（α

）を有し、前記中間部は前記前縁線の後方への縦傾斜角

（β）を有し、前記上部は前記前縁線の後方への縦傾斜

角（γ）および前記翼の回転方向と逆方向における前記

翼の前記重心線の接線傾斜角（δ）を有す。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 縦 方 向 の 気 体 流 の 影 響 を 受 け る タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 回 転 翼 で あ っ て 、 前 記 翼 （ ２ ） は 、 複
数 の 翼 部 で あ っ て 前 記 翼 の 基 部 （ １ ６ ） お よ び 先 端 部 （ １ ８ ） の 間 で 該 翼 部 の 重 心 線 （ １
５ ） に 沿 っ て 延 設 さ れ る 翼 部 を 含 み 、 前 記 翼 は 、 前 縁 部 （ ２ ０ ） お よ び 後 縁 部 （ ２ ２ ） の
間 に 縦 に 画 成 さ れ 、 前 記 翼 は 、 前 記 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 放 射 軸 （ Ｚ － Ｚ ） に 沿 っ て 下 部 （ ２
４ ） 、 中 間 部 （ ２ ６ ） お よ び 上 部 （ ２ ８ ） を 有 し 、 前 記 下 部 は 前 記 翼 の 基 部 （ １ ６ ） か ら
前 記 中 間 部 の 下 限 （ ３ ０ ） ま で 続 き 、 前 期 上 部 は 前 記 中 間 部 の 上 限 （ ３ ２ ） か ら 前 記 翼 の
先 端 部 （ １ ８ ） ま で 続 き 、
　 前 記 下 部 （ ２ ４ ） は 前 縁 線 （ ３ ３ ） の 縦 傾 斜 角 （ α ） を 有 し 、 前 記 中 間 部 （ ２ ６ ） は 前
記 前 縁 線 の 後 方 へ の 縦 傾 斜 角 （ β ） を 有 し 、 前 記 上 部 （ ２ ８ ） は 、 前 記 前 縁 線 の 後 方 へ の
縦 傾 斜 角 （ γ ） お よ び 前 記 翼 の 回 転 方 向 と 逆 方 向 に お け る 前 記 翼 部 の 前 記 重 心 線 （ １ ５ ）
の 接 線 傾 斜 角 （ δ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 翼 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 翼 の 前 記 中 間 部 （ ２ ６ ） の 下 限 （ ３ ０ ） は 、 前 記 基 部 （ １ ６ ） お よ び 前 記 先 端 部 （
１ ８ ） の 間 の 前 記 翼 の 半 径 高 さ の ４ ０ ％ か ら ７ ５ ％ の 範 囲 内 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ に 記 載 の 翼 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 下 部 （ ２ ４ ） の 前 記 前 縁 線 の 縦 傾 斜 角 （ α ） は 、 前 記 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 前 記 放 射 軸
（ Ｚ － Ｚ ） に 対 し て － ５ ° か ら １ ５ ° の 範 囲 内 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は
２ に 記 載 の 翼 。
【 請 求 項 ４ 】
　 中 間 部 （ ２ ６ ） の 前 縁 線 の 後 方 へ の 縦 傾 斜 角 （ β ） は 、 前 記 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 前 記 放 射
軸 （ Ｚ － Ｚ ） に 対 し て ５ ° か ら ２ ０ ° の 範 囲 内 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ３
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 翼 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 上 部 （ ２ ８ ） の 前 縁 線 の 後 方 へ の 縦 傾 斜 角 （ γ ） は 、 前 記 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 前 記 放
射 軸 （ Ｚ － Ｚ ） に 対 し て ２ ０ ° か ら ５ ０ ° の 範 囲 内 で あ り 、 前 記 上 部 （ ２ ８ ） の 翼 部 の 重
心 線 （ １ ５ ） の 接 線 傾 斜 角 （ δ ） は 、 前 記 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 前 記 放 射 軸 （ Ｚ － Ｚ ） に 対 し
て ２ ０ ° か ら ５ ０ ° の 範 囲 内 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か 一 項 に
記 載 の 翼 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 下 部 （ ２ ４ ） は 更 に 、 前 記 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 放 射 軸 （ Ｚ － Ｚ ） に 対 し て － ５ ° か ら
１ ５ ° の 範 囲 内 に あ る 、 前 記 翼 部 の 中 心 線 （ １ ５ ） の 接 線 傾 斜 角 （ φ ） を 有 す る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 翼 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 中 間 部 （ ２ ６ ） は 更 に 、 前 記 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 前 記 放 射 軸 （ Ｚ － Ｚ ） に 対 し て － ５
° か ら １ ５ ° の 範 囲 内 に あ る 、 前 記 翼 部 の 重 心 線 （ １ ５ ） の 接 線 傾 斜 角 （ ε ） を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 翼 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 上 部 （ ２ ８ ） は 更 に 、 前 記 前 縁 線 （ ３ ３ ） が 前 方 へ の 縦 傾 斜 角 を 有 す る 前 記 翼 の 先
端 部 （ １ ８ ） へ 放 射 状 に 延 び る 先 端 区 域 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ７ の い ず
れ か 一 項 に 記 載 の 翼 。
【 請 求 項 ９ 】
　 気 体 の 流 れ を 通 過 さ せ る 回 転 式 の タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 機 械 で あ っ て 、 請 求 項 １ か ら ８ の い
ず れ か 一 項 に 記 載 の 複 数 の 翼 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 機 械 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の フ ァ ン を 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 機 械 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の コ ン プ レ ッ サ ー を 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 機 械
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。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 後 退 翼 （ ｂ ａ ｃ ｋ ｓ ｗ ｅ ｐ ｔ ） の 分 野 全 般 に 関 し 、 特 に タ ー
ボ ジ ェ ッ ト の フ ァ ン ま た は コ ン プ レ ッ サ ー に お け る 翼 の 幾 何 学 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 タ ー ボ ジ ェ ッ ト は 、 特 に 、 タ ー ボ ジ ェ ッ ト を 通 過 す る 気 体 の 流 れ る 方 向 に お け る 後 方 に
多 段 コ ン プ レ ッ サ ー を 有 す る フ ァ ン を 備 え る 。 フ ァ ン お よ び コ ン プ レ ッ サ ー は タ ー ボ ジ ェ
ッ ト の 要 素 で あ り 、 こ れ ら を 気 体 流 が 通 過 す る 。 こ れ ら は 各 々 、 円 周 に 沿 っ て 相 互 間 に 間
隔 を 置 い て 配 置 さ れ る 動 翼 列 を 含 み 、 気 体 流 の 通 路 を 画 成 す る 。 こ れ ら の 要 素 の 翼 は 、 タ
ー ボ ジ ェ ッ ト の こ れ ら の 要 素 を 通 過 す る 気 体 の 流 れ に お い て 亜 音 速 か ら 超 音 速 ま で の 速 度
を 発 生 さ せ る こ と が で き る 回 転 速 度 の 影 響 を 受 け る 。 高 流 速 は 特 に 、 気 体 の 質 量 流 量 の 改
善 を 可 能 に し 、 そ れ に よ っ て タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 推 力 が 高 ま る が 、 高 レ ベ ル の 騒 音 が 発 生 す
る と い う 欠 点 を 伴 う 場 合 も あ る 。 特 に 、 気 体 流 が 超 音 速 か ら 亜 音 速 へ 切 り 換 わ る の に 伴 う
「 ス ー パ ー ソ ニ ッ ク ・ バ ン （ ｓ ｕ ｐ ｅ ｒ ｓ ｏ ｎ ｉ ｃ 　 ｂ ａ ｎ ｇ ） 」 は 、 か か る 騒 音 の 大 き
な 原 因 と な る 。 他 に も 、 フ ァ ン 付 近 で の 気 体 の 乱 流 （ 広 帯 域 騒 音 ） を 含 む 相 互 作 用 現 象 も
、 フ ァ ン の 騒 音 源 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 っ て 、 エ ン ジ ン 製 造 業 者 は 、 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 推 力 を 高 め る こ と が で き 、 か つ フ ァ ン
ま た は コ ン プ レ ッ サ ー を 通 過 す る 気 体 の 流 れ に よ っ て 生 じ る 騒 音 を 最 小 限 に 抑 え る 、 フ ァ
ン 翼 お よ び コ ン プ レ ッ サ ー 翼 の 案 出 を 探 索 し て い る 。 更 に 、 こ の よ う な 翼 を 設 計 す る 際 は
、 空 気 力 学 お よ び こ れ ら の 翼 の 強 度 と い っ た 、 他 の 様 々 な パ ラ メ ー タ を 考 慮 す る 必 要 が あ
る 。 翼 は 、 質 量 流 量 お よ び そ れ を 通 過 す る 気 体 の 圧 縮 を 最 適 に す る 一 方 で 、 翼 に と っ て 良
好 な 機 械 的 強 度 を 保 証 す る よ う 、 設 計 さ れ る 必 要 が あ る 。 特 に 、 高 速 回 転 時 に お い て は 、
高 レ ベ ル の 振 動 と 遠 心 力 と が 翼 に か か る た め 、 翼 が 受 け る 機 械 的 応 力 は よ り 深 刻 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 フ ァ ン 翼 お よ び コ ン プ レ ッ サ ー 翼 に つ い て は 、 多 く の 幾 何 学 が 提 案 さ れ て き た 。 こ れ ら
は 主 に 、 空 気 力 学 的 性 能 を 高 め て タ ー ボ ジ ェ ッ ト の フ ァ ン お よ び コ ン プ レ ッ サ ー に よ っ て
生 じ る 騒 音 を 減 ら す た め の 、 翼 部 分 の 積 重 ね の 関 係 、 全 般 的 な 曲 率 、 お よ び 空 気 力 学 的 に
後 退 さ せ た 部 分 を 存 在 さ せ る 可 能 性 、 を 特 徴 と す る 。 し か し 、 こ れ ら の 翼 の い ず れ も 、 タ
ー ボ ジ ェ ッ ト が 用 い ら れ る あ ら ゆ る 状 況 、 特 に 、 例 え ば 離 陸 中 お よ び 機 体 が 最 高 高 度 に 達
す る 場 合 等 に 発 生 す る 高 速 ま た は 高 毎 分 回 転 数 （ ｒ ｐ ｍ ） 、 お よ び 例 え ば 機 体 の ア プ ロ ー
チ 段 階 等 に 起 こ る 部 分 的 ｒ ｐ ｍ の 、 両 方 の 状 況 下 で 、 効 果 的 な 空 気 力 学 的 動 作 が 得 ら れ る
も の で は な く 、 か つ 、 ま す ま す 厳 し さ を 増 す 騒 音 基 準 を 満 た す も の で は な い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の フ ァ ン 翼 ま た は コ ン プ レ ッ サ ー 翼 に 関 す る 新 規 な
幾 何 学 的 形 状 を 提 案 す る こ と に よ り こ れ ら の 欠 点 の 緩 和 を 探 索 し 、 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の あ ら
ゆ る 動 作 状 況 下 で 最 適 な 空 気 力 学 的 性 能 を 保 証 す る と 同 時 に 、 発 生 す る 騒 音 を 最 小 限 に 抑
え る こ と を 可 能 に す る 。 ま た 本 発 明 は 、 こ れ ら の 翼 を 複 数 含 む 、 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の フ ァ ン
お よ び タ ー ボ ジ ェ ッ ト の コ ン プ レ ッ サ ー を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の た め 、 本 発 明 は 、 縦 方 向 の 気 体 流 の 影 響 を 受 け る タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 回 転 翼 を 提 供 す
る 。 前 記 翼 は 、 複 数 の 翼 部 （ ｂ ｌ ａ ｄ ｅ 　 ｓ ｅ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ ） で あ っ て 翼 の 基 部 お よ び 先 端
部 の 間 で 該 翼 部 の 重 心 線 に 沿 っ て 延 設 さ れ る 翼 部 を 含 み 、 前 記 翼 は 、 前 縁 部 お よ び 後 縁 部
の 間 に 縦 に 画 成 さ れ 、 前 記 翼 は 、 前 記 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 放 射 軸 に 沿 っ て 下 部 、 中 間 部 お よ
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び 上 部 を 有 し 、 前 記 下 部 は 前 記 翼 の 基 部 か ら 前 記 中 間 部 の 下 限 ま で 放 射 状 に 続 き 、 前 記 上
部 は 前 記 中 間 部 の 上 限 か ら 前 記 翼 の 先 端 部 ま で 放 射 状 に 続 く 。 前 記 下 部 は 前 縁 線 の 縦 傾 斜
角 を 有 し 、 前 記 中 間 部 は 、 前 記 前 縁 線 の 後 方 へ の 縦 傾 斜 角 を 有 し 、 前 記 上 部 は 、 前 記 前 縁
線 の 後 方 へ の 縦 傾 斜 角 お よ び 前 記 翼 の 回 転 方 向 と 逆 方 向 に お け る 前 記 翼 部 の 前 記 重 心 線 の
接 線 傾 斜 角 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 高 い 「 腹 部 」 （ 「 腹 部 」 と は 、 縦 位 置 が 最 小 値 に な る 前 縁 の 地 点 、 つ ま り 、 前 縁 の 中 間
部 の 下 限 に 位 置 す る 地 点 と し て 定 義 さ れ る ） と 、 軸 方 向 お よ び 接 線 方 向 （ 翼 の 回 転 方 向 と
逆 方 向 ） に オ フ セ ッ ト さ れ る 後 退 部 と の 組 み 合 わ せ に よ り 、 翼 を 通 過 す る 気 体 の 流 れ を よ
り 良 く 放 射 状 に 分 配 さ せ 、 高 ｒ ｐ ｍ で の 質 量 流 量 を 増 加 さ せ て 部 分 的 ｒ ｐ ｍ で の 効 率 を 改
善 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の よ う に 効 率 が 改 善 さ れ 入 射 角 が 小 さ く な る 結 果 と し て 、 音
響 特 性 が 改 善 さ れ る 。 そ の 結 果 、 こ の よ う な 翼 の 幾 何 学 的 形 状 は 、 低 ｒ ｐ ｍ で は 、 高 効 率
と 連 携 し て 等 厚 翼 （ ｓ ｔ ｒ ａ ｉ ｇ ｈ ｔ 　 ｂ ｌ ａ ｄ ｅ ） の 騒 音 が 低 レ ベ ル で あ る こ と の 利 益
を 受 け 、 高 ｒ ｐ ｍ で は 、 質 量 流 量 の 大 き さ と 後 退 翼 の 効 率 性 能 の 高 さ の 利 益 を 受 け る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 腹 部 の 位 置 は 、 翼 の 基 部 お よ び 先 端 部 の 間 の 翼 の 半 径 高 さ の ４ ０ ％ か ら ７ ５ ％ の 範 囲 内
で あ る と 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 下 部 の 前 縁 線 の 縦 傾 斜 角 は 、 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 放 射 軸 に 対 し て － ５ ° か ら １ ５ ° の 範 囲
内 で あ る こ と が 好 ま し い 。 翼 の 基 部 と 通 過 す る 気 体 流 の 流 れ と の 間 の 接 合 角 に 関 す る こ の
制 限 は 、 翼 に か か る 機 械 的 応 力 を 制 限 す る 役 割 を す る 。 更 に 、 翼 の 下 部 は 、 翼 部 の 重 心 線
の 接 線 傾 斜 角 を 有 し て も 良 い 。 こ の 接 線 傾 斜 角 は 、 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 放 射 軸 に 対 し て － ５
° か ら １ ５ ° の 範 囲 内 で あ る と 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 同 様 に 、 中 間 部 の 前 縁 線 の 後 方 へ の 縦 傾 斜 角 は 、 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 放 射 軸 に 対 し て ５ °
か ら ２ ０ ° の 範 囲 内 で あ る こ と が 好 ま し い 。 翼 の 中 間 部 は ま た 、 翼 部 の 重 心 線 の 接 線 傾 斜
角 を 有 し て も 良 い 。 こ の 接 線 傾 斜 角 は 、 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 放 射 軸 に 対 し て － ５ ° か ら １ ５
° の 範 囲 内 で あ る と 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 部 の 前 縁 線 の 後 方 へ の 縦 傾 斜 角 は 、 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 放 射 軸 に 対 し て ２ ０ ° か ら ５ ０
° の 範 囲 内 、 上 部 の 回 転 方 向 と は 逆 方 向 に お け る 翼 部 の 重 心 線 の 接 線 傾 斜 角 は 、 タ ー ボ ジ
ェ ッ ト の 放 射 軸 に 対 し て ２ ０ ° か ら ５ ０ ° の 範 囲 内 、 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 変 形 で は 、 前 縁 の 上 部 は 更 に 、 翼 の 先 端 部 へ 放 射 状 に 延 び る 先 端 区 域 を 含 み 、
前 縁 線 が 前 方 へ の 縦 傾 斜 角 を 有 す 。 翼 上 部 の 先 端 区 域 の こ の 前 方 傾 斜 に よ っ て 、 翼 は 、 そ
の 効 率 を 損 な う こ と な く 機 械 的 に バ ラ ン ス を 取 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 他 の 特 徴 お よ び 利 点 は 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し た 以 下 の 記 述 に よ っ て 明 ら か に な
る 。 図 面 は 、 本 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 を 示 す も の で あ り 、 限 定 的 な 性 質 を 持 つ も の で は な
い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ は 、 本 発 明 の １ つ の 実 施 形 態 を 構 成 す る 、 翼 が 取 り 付 け ら れ た タ ー ボ ジ
ェ ッ ト の フ ァ ン の 、 線 図 に よ る 部 分 的 な 縦 断 面 図 で あ る 。 こ れ ら の 図 に お い て 、 フ ァ ン は
、 デ ィ ス ク ま た は ハ ブ ４ の 周 囲 に 、 相 互 間 に 一 定 の 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 一 列 の 翼 ２ を
含 む 。 各 翼 ２ は 、 根 部 ６ に よ っ て デ ィ ス ク ま た は ハ ブ ４ に 固 定 さ れ 、 該 デ ィ ス ク ま た は ハ
ブ ４ は 、 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 縦 軸 Ｘ － Ｘ の 周 り を 矢 印 Ｆ の 示 す 回 転 方 向 に 回 転 す る 。 各 翼 ２
は ま た 、 縦 軸 Ｘ － Ｘ の 周 囲 に そ の 一 部 が 延 び た プ ラ ッ ト ホ ー ム ８ を 有 す る 。 翼 が デ ィ ス ク
ま た は ハ ブ ４ に 組 み 込 ま れ る 際 、 隣 接 す る 翼 の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ８ が 相 互 に 接 触 し 、 そ れ
に よ っ て 、 フ ァ ン を 通 過 す る 空 気 流 の 流 れ １ ２ の た め の 内 壁 １ ０ が 画 成 さ れ る 。 フ ァ ン を
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囲 む ケ ー シ ン グ の 壁 １ ４ は 、 大 気 流 の 流 れ の 外 壁 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 の 記 述 に 関 し て 、 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 放 射 軸 Ｚ － Ｚ は 、 縦 軸 Ｘ － Ｘ に 垂 直 な 軸 で あ り
、 翼 と 空 気 流 の 流 れ の 内 壁 と の 間 の 交 点 の 重 心 を 通 る と 定 義 さ れ る 。 接 線 軸 Ｙ － Ｙ は 、 タ
ー ボ ジ ェ ッ ト の 縦 軸 Ｘ － Ｘ お よ び 放 射 軸 Ｚ － Ｚ と 連 動 し て 右 手 系 の 直 角 の 基 準 系 を 形 成 す
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 示 さ れ て い る 翼 ２ は 、 該 翼 を 放 射 軸 Ｚ － Ｚ に 垂 直 な 一 定 高 度 の 平 面 に 副 分 割 す る こ と
に よ っ て 生 じ る 、 複 数 の 翼 部 （ 図 示 せ ず ） を 含 む 。 こ れ ら の 翼 部 は 、 プ ラ ッ ト ホ ー ム ８ か
ら 該 翼 部 の 重 心 を 通 る 線 １ ５ に 沿 っ て 延 設 さ れ る 。 翼 部 の 重 心 線 １ ５ は 、 各 翼 部 の 重 心 を
、 接 線 軸 Ｙ － Ｙ お よ び 放 射 軸 Ｚ － Ｚ に よ っ て 画 成 さ れ る 平 面 へ と 投 出 さ せ る こ と に よ っ て
得 ら れ る 。 図 ３ Ｂ に 示 す よ う に 、 こ の 翼 部 の 重 心 線 は 、 該 翼 部 の 重 心 の 放 射 軸 Ｚ － Ｚ に 沿
う 高 さ の 関 数 で あ る 。 従 っ て 、 翼 部 の 重 心 を 通 る 線 は 、 高 さ が 最 も 低 い 地 点 Ｚ ａ か ら 高 さ
が 最 も 高 い 地 点 Ｚ ｂ ま で 続 く 。 地 点 Ｚ ａ は 、 翼 と 空 気 流 の 流 れ の 内 壁 と の 交 点 上 に 位 置 し
、 そ の 高 度 は 、 該 交 点 で の 翼 の 前 縁 地 点 お よ び 後 縁 地 点 の 高 度 の 平 均 値 に 該 当 す る 。 地 点
Ｚ ｂ は 、 完 全 に 空 気 流 の 流 れ の 中 に 位 置 す る 最 後 の 翼 部 の 高 度 に 該 当 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 翼 は 、 翼 の 基 部 １ ６ お よ び 先 端 部 １ ８ の 間 に 放 射 状 に 画 成 さ れ 、 ま た 前 縁 ２ ０ お よ び 後
縁 ２ ２ の 間 に 縦 に 画 成 さ れ る 。 翼 ２ は ま た 、 動 作 中 に フ ァ ン を 通 過 す る 空 気 流 １ ２ と 連 動
す る よ う 、 基 部 １ ６ か ら 先 端 部 １ ８ に 向 か っ て 捻 れ て い る 。 図 ３ Ａ お よ び ３ Ｂ を よ り 具 体
的 に 参 照 す る と 、 翼 は 、 線 図 式 に は 下 部 ２ ４ 、 中 間 部 ２ ６ 、 お よ び 上 部 ２ ８ に 副 分 割 で き
る こ と が わ か る 。 下 部 ２ ４ は 、 翼 面 １ ６ か ら 中 間 部 ２ ６ の 下 限 ３ ０ ま で タ ー ボ ジ ェ ッ ト の
放 射 軸 Ｚ － Ｚ に 沿 っ て 続 き 、 上 部 ２ ８ は 、 中 間 部 ２ ６ の 上 限 ３ ２ か ら 翼 の 先 端 部 １ ８ ま で
放 射 状 に 続 く 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 翼 の 前 縁 ２ ０ に 沿 っ て 続 く 線 ３ ３ は 、 翼 の 下 部 ２ ４ に お け る 前 方 ま た
は 後 方 へ の 縦 傾 斜 角 α を 有 し 、 ま た 翼 の 中 間 部 ２ ６ に お け る 後 方 へ の 縦 傾 斜 角 β を 有 す る
。 更 に 、 翼 の 上 部 ２ ８ は 、 前 縁 線 ３ ３ の 後 方 へ の 縦 傾 斜 角 γ 、 お よ び 翼 部 の 重 心 線 １ ５ の
翼 の 回 転 方 向 と 逆 方 向 に お け る 接 線 入 射 角 δ を 有 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 翼 の 前 縁 線 ３ ３ は 、 図 ３ Ａ に 示 す よ う に 、 翼 の 前 縁 ２ ０ の 地 点 を 、 一 定 半 径 で 縦 軸 Ｘ －
Ｘ お よ び 放 射 軸 Ｚ － Ｚ で 画 成 さ れ る 子 午 面 へ 投 出 す る こ と で 画 成 さ れ る 。 従 っ て 、 こ の 前
縁 線 ３ ３ は 前 縁 の 地 点 の 半 径 の 関 数 で あ る 。 前 縁 上 の 地 点 の 半 径 は 、 空 気 流 の 流 れ の 内 壁
と 交 差 す る 翼 の 前 縁 ２ ０ に 該 当 す る 最 低 半 径 地 点 Ｒ ａ 、 お よ び 前 縁 と 空 気 流 の 流 れ の 外 壁
と の 交 点 に 該 当 す る 最 大 半 径 地 点 Ｒ ｂ の 間 に 画 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 縁 線 ３ ３ は 、 「 前 方 へ の 」 縦 傾 斜 角 を 有 す る と 言 わ れ る 。 つ ま り 、 翼 の 前 縁 線 ３ ３ は
、 フ ァ ン の 前 方 に 向 か っ て 、 つ ま り 、 フ ァ ン を 通 過 す る 空 気 流 １ ２ の 吸 気 口 に 向 か っ て 傾
斜 す る 。 同 様 に 、 縦 傾 斜 角 は 、 前 縁 線 が フ ァ ン の 後 端 部 に 向 か っ て 、 つ ま り 、 フ ァ ン を 通
過 す る 空 気 流 １ ２ の 流 れ る 方 向 に 傾 斜 す る 場 合 に 、 「 後 方 へ 」 と 言 わ れ る 。 ま た 、 傾 斜 角
は 、 翼 部 の 重 心 線 １ ５ が 接 線 軸 Ｙ － Ｙ に 対 し て 傾 斜 し 、 こ の 接 線 傾 斜 角 δ が フ ァ ン の 回 転
方 向 Ｆ と 逆 方 向 で あ る 場 合 に 、 「 翼 の 回 転 方 向 と 逆 の 接 線 方 向 に 」 と い わ れ る 。 こ れ ら の
傾 斜 角 α 、 β 、 γ お よ び δ は 全 て 、 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 放 射 軸 Ｚ － Ｚ に 対 し て 定 め ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 本 発 明 の 翼 の 前 縁 は 最 小 の 縦 方 向 横 座 標 地 点 を 有 す 。 こ れ は 、
「 腹 部 」 が 中 間 部 ２ ６ の 下 限 ３ ０ と 同 じ 高 さ に 位 置 す る と も 言 わ れ る 。 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の
縦 軸 Ｘ － Ｘ に 沿 う 横 座 標 は 、 空 気 流 １ ２ の 方 向 に 画 成 さ れ る 。 本 発 明 の 翼 の 前 縁 は ま た 、
フ ァ ン の 回 転 方 向 と 逆 の 方 向 に 接 線 オ フ セ ッ ト さ れ る 翼 部 と 連 携 す る 後 退 （ ｂ ａ ｃ ｋ ｗ ａ
ｒ ｄ 　 ｓ ｗ ｅ ｅ ｐ ） を 示 す 。 図 ２ お よ び 図 ３ Ｂ は 、 接 線 オ フ セ ッ ト に 関 連 す る こ の 後 退 を
示 す 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 好 適 な 特 性 に よ る と 、 最 小 の 縦 方 向 横 軸 地 点 Ｒ ｖ つ ま り 腹 部 は 、 翼 の 半 径 高 さ
全 体 の ４ ０ ％ か ら ７ ５ ％ の 範 囲 内 に 位 置 す る 。 半 径 高 さ は 、 翼 の 基 部 １ ６ か ら 先 端 部 １ ８
に 向 か っ て 測 定 さ れ る 。 定 義 に よ り 、 最 低 半 径 高 さ で あ る ０ ％ は 前 縁 と 空 気 流 の 流 れ の 内
壁 の 交 点 Ｒ ａ に 該 当 し 、 最 高 半 径 高 さ で あ る １ ０ ０ ％ は 前 縁 と 空 気 流 の 流 れ の 外 壁 の 交 点
Ｒ ｂ に 該 当 す る 。 こ れ に 対 し て 、 従 来 技 術 の 翼 が 図 ３ Ａ お よ び ３ Ｂ に 点 線 で 示 さ れ て い る
。 図 ３ Ａ に お い て は 、 特 に 、 従 来 技 術 の 翼 の 前 縁 に も 最 小 の 縦 方 向 横 座 標 点 が あ る こ と が
わ か る 。 し か し 、 こ の 最 小 横 座 標 点 は 、 こ れ に 対 応 す る 本 発 明 の 翼 に お け る 点 よ り も は る
か に 低 い 位 置 に あ る （ 半 径 高 さ 約 ３ ０ ％ ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 更 に 、 翼 の 中 間 部 ２ ６ と 上 部 ２ ８ と の 間 の 限 界 は 、 ま ず 、 地 点 Ｒ ｖ と Ｒ ｂ と を 相 互 接 続
す る セ グ メ ン ト を ２ つ の 等 し い 部 分 に 分 割 す る こ と に よ っ て 前 縁 線 ３ ３ に つ い て 決 定 さ れ
、 次 に 、 地 点 Ｚ ｖ （ 地 点 Ｒ ｖ と 等 し い 高 度 ） と Ｚ ｂ と を 相 互 接 続 す る セ グ メ ン ト を 同 様 に
２ つ の 等 し い 部 分 に 分 割 す る こ と に よ っ て 翼 の 重 心 線 １ ５ に つ い て 決 定 さ れ る こ と が 、 認
識 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 別 の 好 適 な 特 性 に よ る と 、 翼 の 下 部 ２ ４ の 前 縁 線 ３ ３ の 縦 傾 斜 角 α は － ５ ° か
ら １ ５ ° の 範 囲 内 で あ る 。 こ の 傾 斜 角 が 負 の 場 合 は 、 前 縁 線 の 後 方 へ の 傾 斜 角 に 当 た る こ
と を 意 味 し 、 正 の 場 合 は 、 前 方 へ の 傾 斜 角 に 当 た る こ と を 意 味 す る 。 こ の 構 成 に よ り 、 翼
の 基 部 １ ６ お よ び 内 部 の 空 気 流 の 流 れ の 接 点 角 の 制 限 が 可 能 と な る 。 従 っ て 、 翼 の 下 部 に
か か る 機 械 的 応 力 は 、 接 点 角 が 大 き い 従 来 技 術 よ り も 小 さ い 。 更 に 、 翼 の 中 間 部 ２ ６ の 前
縁 線 ３ ３ の 後 方 へ の 縦 傾 斜 角 β は 、 ５ ° か ら ２ ０ ° の 範 囲 内 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 更 に 別 の 好 適 な 特 性 に よ る と 、 翼 の 上 部 ２ ８ は 、 前 縁 線 の 後 方 へ の 縦 傾 斜 角 γ
（ 図 ３ Ａ ） が タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 放 射 軸 Ｚ － Ｚ に 対 し て ２ ０ ° か ら ５ ０ ° の 範 囲 内 で あ り 、
翼 部 の 重 心 線 １ ５ に 対 す る 回 転 方 向 （ 図 ３ Ｂ ） と 逆 方 向 へ の 接 線 傾 斜 角 δ が 、 タ ー ボ ジ ェ
ッ ト の 放 射 軸 Ｚ － Ｚ に 対 し て ２ ０ ° か ら ５ ０ ° に 範 囲 内 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 更 に 別 の 好 適 な 特 性 に よ る と 、 翼 の 底 部 ２ ４ は 、 翼 部 の 重 心 線 １ ５ に 対 し て 接
線 傾 斜 角 φ を 有 し て も 良 い 。 こ の 接 線 傾 斜 角 φ は 、 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 放 射 軸 Ｚ － Ｚ に 対 し
て － ５ ° か ら １ ５ ° の 範 囲 内 で あ る こ と が 好 ま し い 。 角 度 が 負 の 場 合 、 こ の 傾 斜 角 φ は 翼
の 回 転 方 向 と 逆 方 向 で あ り 、 正 の 場 合 は 、 翼 の 回 転 方 向 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 更 に 、 翼 の 中 間 部 ２ ６ は 、 翼 部 の 重 心 線 １ ５ に 対 し て 接 線 傾 斜 角 ε を 有 し て も 良 い 。 こ
の 接 線 傾 斜 角 ε は 、 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の 放 射 軸 Ｚ － Ｚ に 対 し て － ５ ° か ら １ ５ ° の 範 囲 内 で
あ る こ と が 好 ま し い 。 角 度 が 負 の 場 合 、 こ の 傾 斜 角 ε は 翼 の 回 転 方 向 で あ り 、 正 の 場 合 は
、 翼 の 回 転 方 向 と 逆 方 向 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 傾 斜 角 α 、 β 、 γ 、 φ お よ び ε は 全 て 、 縦 方 向 お よ び 接 線 方 向 へ 強 く 後 退 す る 翼 に 対 応
す る 。 こ の 後 退 と 、 高 位 置 に お け る 腹 部 の 存 在 と を 組 み 合 わ せ る こ と に よ っ て 、 特 に 、 翼
形 の 入 射 角 を 極 め て 大 幅 に 減 少 さ せ る 役 割 を 果 た す 。 翼 の 上 部 ２ ８ に お い て 、 こ の よ う に
入 射 角 が 大 幅 に 減 少 す る こ と は 、 特 に 、 部 分 的 ｒ ｐ ｍ で か な り の 効 率 が 得 ら れ る こ と に な
り 、 従 っ て フ ァ ン を 通 過 す る 空 気 流 に よ っ て 発 生 す る 広 帯 域 騒 音 が 改 善 さ れ る 。 さ ら に 、
本 発 明 の 翼 に よ り フ ァ ン を 通 過 す る 空 気 の 流 れ が 放 射 状 に 分 配 さ れ る こ と に よ っ て 、 空 気
流 の 翼 の 上 部 へ の 移 動 を 増 や す こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 必 要 な 場 合 は 、 本 発 明 の 変 形 に お い て 、 翼 の 先 端 部 を 前 方 に 傾 斜 さ せ （ 図 示 せ ず ） 翼 の
機 械 的 挙 動 の 改 良 を 提 供 す る こ と も 可 能 で あ る 。 翼 の 先 端 部 は 、 翼 の 上 部 ２ ８ の 先 端 区 域
に 位 置 し 、 半 径 高 さ の ８ ０ ％ か ら １ ０ ０ ％ の 範 囲 内 に あ る 。 従 っ て 、 こ の 先 端 部 の 前 方 傾
斜 は 、 こ の 区 域 に お け る 前 縁 線 の 前 方 へ の 縦 傾 斜 角 に 該 当 す る 。 例 え ば 、 こ の 傾 斜 角 は ５
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° か ら ２ ０ ° の 範 囲 で あ っ て 良 い 。 こ の 先 端 部 に お け る 局 所 的 な 傾 斜 は 、 翼 部 の 重 心 の 違
い を 制 限 し な が ら 翼 の バ ラ ン ス を 保 つ 利 点 が あ る が 、 こ れ に よ っ て 、 翼 の 幾 何 学 の 空 中 音
響 性 能 に 影 響 を 与 え る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 述 の 翼 は 、 タ ー ボ ジ ェ ッ ト の フ ァ ン の 一 部 を 形 成 す る 。 当 然 、 本 発 明 は タ ー ボ ジ ェ ッ
ト の 高 圧 お よ び 低 圧 コ ン プ レ ッ サ ー の 翼 に も 適 用 さ れ る 。 更 に 、 翼 の 他 の 幾 何 学 的 特 性 （
翼 弦 、 厚 み 、 後 縁 の 翼 形 、 翼 の そ り 等 ） は 、 本 発 明 の 主 題 を 構 成 す る も の で は な い た め 、
説 明 さ れ て い な い こ と は 認 識 さ れ る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 を 構 成 す る 、 翼 を 取 り 付 け た タ ー ボ ジ ェ ッ ト の フ ァ ン の
部 分 的 な 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 図 １ の 翼 を 線 図 で 示 す 縦 断 面 図 で あ り 、 従 来 技 術 の 翼 形 を 点 線 で 表 す 線 図 を 含
む 。
【 図 ３ Ｂ 】 図 １ の 翼 を 線 図 で 示 す 横 断 面 図 で あ り 、 従 来 技 術 の 翼 形 を 点 線 で 表 す 線 図 を 含
む 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ２ 　 翼
　 ４ 　 デ ィ ス ク ま た は ハ ブ
　 ６ 　 根 部
　 ８ 　 プ ラ ッ ト ホ ー ム
　 １ ０ 　 内 壁
　 １ ２ 　 空 気 流
　 １ ４ 　 壁
　 １ ５ 　 重 心 線
　 １ ６ 　 基 部
　 １ ８ 　 先 端 部
　 ２ ０ 　 前 縁
　 ２ ２ 　 後 縁
　 ２ ４ 　 下 部
　 ２ ６ 　 中 間 部
　 ２ ８ 　 上 部
　 ３ ０ 　 下 限
　 ３ ２ 　 上 限
　 ３ ３ 　 前 縁 線
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】

(8) JP 2004-257380 A 2004.9.16



フロントページの続き

(72)発明者  ジエローム・タルボテツク
            フランス国、７７３８０・コム－ラ－ビル、リユ・デ・ドウ・ロン－ポワン・９
(72)発明者  フイリツプ・フエス
            フランス国、７７０００・ムラン、リユ・デ・プテイトウ・フアブリツク、７
(72)発明者  エルベル・ジヨリイ
            フランス国、９１４００・サクレイ、リユ・ドウ・パリ、１０
(72)発明者  ベアトリス・ボワ
            フランス国、７７１６６・エブリ－グレギイ－シユール－イエール、シユマン・ドユ・ポン・デ・
            ロマン、１２
Ｆターム(参考) 3H033 AA02  AA16  BB03  BB08  CC01  DD03  DD27  EE06  EE08 
　　　　 　　  3H035 CC01  CC07 

(9) JP 2004-257380 A 2004.9.16



【 外 国 語 明 細 書 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(10) JP 2004-257380 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(11) JP 2004-257380 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(12) JP 2004-257380 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(13) JP 2004-257380 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(14) JP 2004-257380 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(15) JP 2004-257380 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(16) JP 2004-257380 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(17) JP 2004-257380 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(18) JP 2004-257380 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(19) JP 2004-257380 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(20) JP 2004-257380 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(21) JP 2004-257380 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(22) JP 2004-257380 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(23) JP 2004-257380 A 2004.9.16



(24) JP 2004-257380 A 2004.9.16


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow
	foreign-language-body

